
パ ッ クツアー 参 加 の 心 構 え と 海 外 旅 行 保 険  

 

 

１ ． 事故を事前に想定する 。  

 

楽しい想い出を山ほど抱えてニ コニ コ顔で帰国する旅行者と 、 人目を避けるよ う に暗い

気持ちで帰って来る旅行者の二つの姿に見られる大きな落差には 、単に 「 運命 」 や 「 ツ

キ 」 だけでは片づけ られない ものがある 。  

 近年多 く の日本人が海外へ観光旅行に出かける よ う にな った 。 事故もな く 楽しい想い出

に包まれた旅に終始するな ら これ以上の至福はない 。 歩んで きた人生における幸せな思い

出と し て楽しかった海外旅行に優る ものは 、ほかにはそ う ざ らにはないと考えるからであ

る 。  

 だが 、不幸にし て折角の海外旅行で思いがけず事故に遭遇し て 、楽しいはずの旅から一

転し て奈落の底へ突き落と されて し ま う こ とがある 。 その数はこの数年増え続け 、自分の

不注意によ って発生し た ト ラ ブルだ った り 、参加し たパ ッ クツアー自体に問題があった り 、

或いは折悪し く 健康を損ねた場合など 、 その原因は多種多様に亘る 。  

保険会社の統計によれば ２ ０ ０ ９ 年度の海外旅行中の事故発生率は ３ ％を超えてお り 、

実に旅行者の ３ ３ 人にひと りが ト ラ ブルに巻き込まれている こ と になる 。  

そ こで事故発生に備えた予防措置と 、事故直後の物心両面の深い傷を素早 く ケアするた

めに 、 旅行者にはあらかじ め以下の点を心がけておいてほしい 。  

まず 、 海外旅行へ出かける場合 、 頭の隅にほんの １％で もよいから事故や病気の可能性

がある こ と を想定し て 、自分は旅行中絶対に事故に遭遇し た り 、 病気にはな らないとの強

い覚悟を固める こ とが大切である 。 も し自分が大きな事故に遭って身動きで きな く な った

ら 、 自分自身が困るのは仕方がないにせよ 、同行者や周囲の人にどれだけ迷惑をかけ 、 彼

らの旅行計画まで台無し にし て し ま う恐れがあるかと い う こ と をよ く 考えて も らいたい 。 

それと同時に持病や服用薬 、血圧 、 血液型などの医療用データ と緊急連絡先を記入し た

カルテのよ う な個人用日英語緊急連絡カー ド を作成し て 、万一に備えて携帯し てほし い 。 

そ う い う心の備え と些細だが周到な準備が瞬時に落ち着いて的確な行動につながる 。  

 

 

２ ． 心構え と実務の備え 

 

 そのほかに具体的にはどんな備えをするべきだろ うか 。 事故発生の場合精神的な支え と

な り 、経済的に一番大きな助けと な って く れるのは 「 海外旅行保険 」 である 。 これは旅行

者が必ず加入し てお く べき精神安定剤であり 、現行は任意保険であるが 、 むし ろ強制であ

って然るべきだと考えている 。 それにも関わらず 、 旅行者数の増加に反し て保険加入者の

数は年々減少傾向にある 。 この事実は自分だけは事故に巻き込まれないと過信し た り 、 短

期間の旅行だから大丈夫と軽視し た り 、 カー ド付帯保険を盲目的に信頼し過ぎているから

であり 、災害や事故は他人事ではな く 身の回り で常に起 り得る もので 、 自ら ト ラ ブルを未

然に防止し解決する気持ちがない と結局泣 く のは自分である と認識を新たにする必要があ



る 。  

 とか く 旅行費用以外にかかる支払いに関し ては 、 つい節約を考えがちであるが 、少な く

と も万一の場合に突発的で高額の費用負担から逃れられる点を考えれば 、保険費用は旅行

自体と リ ン ク し た適正な必要経費だとい う こ とが分かる と思 う 。  

法制化されて万一の際に支払われる 「 特別補償金 」 （ 死亡保障金最高額 ２ ５ ０ ０ 万円 ）

やク レジ ッ ト ・ カー ドは最初からあま り当てにせず 、 その旅行に必要な安心料と し て海外

旅行保険に加入する こ と を強 く 勧めたい 。  

通常ク レジ ッ ト ・ カー ド にも海外旅行保険が付帯されているが 、 カー ドの難点は重要度

の高い傷害と疾病の治療費が少な く 、 疾病による死亡の補償もな く 、 救援者 ・ 携行品 ・ 賠

償責任の保険金額が不充分な点である 。 各カー ドの条件もまち まちであり 、 これはあ く ま

で海外旅行保険の補足的な ものと考える く らいで良いのではないか 。  

実際海外旅行保険がいかに利用しやすいか 、一例を挙げよ う 。  

保険制度が成熟し たア メ リ カ社会では 、 旅行者が怪我や病気のため病院を訪れた時最初

に尋ねられるのは 、 患者が海外旅行保険に加入し ているかど うかとい う こ と と 、 その保険

証の提示である 。 それさ え ク リ ア されれば 、医療保険システムはスムーズに機能する 。  

かつて同行者が体調を崩し 、 ア メ リ カ ・ ミ ズーリ ー州の病院で緊急に点滴治療を受けた

時 ８ 万円ほどの治療費がかかった 。 だが 、 その時保険証を提示する こ と によ ってすべてが

問題な く 処理された 。 その場で治療費を支払 う こ とはな く 、帰国後保険会社へ経緯を報告

し事実関係の確認を受けただけですべて適切に対応されたのである 。  

ア メ リ カでは日本のよ う な国民皆保険制度が普及し ていないため 、 支払いが保証されて

いる保険証書を提示する こ と によ って病院は患者に素早 く 対応し診察し て く れる 。旅行者

は初診料を含む一切の治療費を支払わずと も 、治療費は当該病院から保険会社へ直接請求

される仕組みにな っている 。 仮に現地病院で治療費を支払 う こ と にな って も 、 帰国後その

領収書と必要申請書類を保険会社に提出する こ と によ って 、一旦支払った医療費は確実に

戻って く る 。 このよ う にある程度の医療レベルにある国では 、 ほぼ同じ よ う な一連の対応

がな される 。  

 

 

３ ． 安全確保義務と手配内容のチ ェ ッ ク 

 

旅行会社が 「 安全確保義務 」 を見過ごし た ら 、 それを カバーするのは旅行者を措いてほ

かにはいない 。パ ッ クツアーの参加者にし っかり認識し ておいてほし いのは 、 旅行会社は

すべての旅行者の安全を １ ０ ０ ％担保し て く れているわけではないと い う こ と である 。 ツ

アー中であって も 、 旅行会社は必ずし も法律が求める安全確保義務を履行し て く れてはい

ない 。従ってツアーを申し込む際 、 で きればイン ターネ ッ ト や電話だけで済ませるのでは

な く 、 で きるだけ旅行会社へ出向いてス タ ッ フに会い 、 スケジ ュール以外にも企画の発想 、

旅行地の連絡先の確認 、旅行手配のコン テンツなど リ アルな話を直接聞 く と と もに 、 ツア

ーの手配内容をチ ェ ッ クする こ とが大切である 。 する と凡その旅のイ メ ージが描ける一方

で 、 い く つかの疑問も生じ て く る 。  

例えば 、 このツアーにはなぜ添乗員がいないのか 。緊急の場合ど う対処し た ら良いのか 。



コス ト 面の問題から旅行会社は旅程管理と安全確保義務の一部を放棄し ているのではない

かとの疑問も湧いて く る 。 それで も通常旅行者は何と な く 不安を感じ 、 少なからず手配上

の不備を危ぶみながら も黙ってそのパ ッ クツアーに参加し ているのが現実なのである 。 そ

こで旅行会社が安全確保義務を怠っている ら しい状況が判明し た以上 、 旅行者自身が自分

たちの安全を確保し なければな らない 。 参加し てみたい人気の格安ツアーであれば 、 添乗

員の有無 、 宿泊施設 、乗り物 、食事 、バスの品質 、 整備状態などのハー ド部分が多少不満

で も目をつぶり受け入れざるを得ない 。 特に気になるのは 、途上国におけるツアーの強行

日程や利用するバスの品質など危険性の高い手配である 。 タ イヤの磨 り減ったバスな ら一

層事故の危険性が高ま り 、 安全確保義務上ゆるがせにで きない 。 それに気づいた ら現地の

バス会社に対し て 、 添乗員がいな く て も誰かが代わって交渉し 、 バスを替えて く れる よ う

強 く アピールする く らいでないと中々安心とはいかない ものだ 。 アピールを聞き入れて も

らえる保証はないが 、少な く と もツアー運行面で以前よ り慎重にな って く れる 。  

国内旅行の 「 フ リ ープラ ン 」 で添乗員がいな く て も旅程管理債務の免除を適用されるケ

ースがあるが 、言葉の通じ る国内な らいざ知らず 、 添乗員がいない海外ツアーで旅程管理

債務の免除は当てはま らない 。 この場合添乗員な し で日本の空港から外国の空港までの間 、

一体誰が安全確保義務を果たそ う とい うのか 。加えて現地で もガイ ド な し で長期間 ド ラ イ

バーがガイ ド を兼任する こ と も少なからずある 。 これが ド ラ イバー ・ ガイ ド にと っては過

重なオーバーワークにつながり 、 よ く 観察し ていれば旅行者の目から見て も ド ラ イバーの

疲労は明らでなる 。  

昨年 ８月ア メ リ カ ・ ユタ州で起きたバス横転事故によ り多数の日本人死傷者が出た 。 ド

ラ イバーが睡眠不足と過労のため朦朧と し た意識のまま運転し て道路からはみ出し たのが

原因と断定された 。 も し添乗員が同乗し ていれば 、 ド ラ イバーの疲労程度をある程度察知

し て休憩を取るな り 、 ド ラ イバーに話しかけるなど し て 、居眠 り状態から目を覚まさせ 、

危険を回避する こ とはで きたはずである 。 添乗員もお らず現地のガイ ド も同乗し ていない

環境では 、 ツアーの安全管理上支障があったと受取られて も仕方がない 。 しかも 、 当の ド

ラ イバーは観光バス ド ラ イバーの正規の免許を有し ていなかった 。 それら肝心な安全管理

上の基本を旅行会社は企画段階から見過ごし ていた 。 その点で当該旅行主催会社は安全確

保義務を意図的に怠っていたと判断されて も弁解の余地はない 。  

旅行者から見れば自分たちは代金を支払ったお客だから 、 黙っていて も法律に則った安

全確保義務はツアーを企画し た旅行会社が確実に行って く れている と考えがちだが 、 実は

ツアーにはこれに似た見落と しがちの盲点がほかにもい っぱいある 。 このよ う に安全確保

義務を行 うべき人物がいない場合 、 副次的にそれを行 うのは 、 現状では旅行者自身以外に

は見当た らないのが実態なのである 。  

 辛辣に言えば 、 ツアーの自損事故であって も法的な責任はど う あれ 、 一人ひと りのツア

ー参加者も責任の一端から免れ難いとい う状況にある 。 たと え旅行会社が企画し たパ ッ ク

ツアーであって も 、 それは本来企画する旅行会社と旅行者の共同企画商品であり 、企画サ

イ ドは旅行者の旅をお手伝いする ものである とのツアー作りの基本的マ イン ドは理解し て

おいた方がいい 。 従ってその主旨と旅行コ ンテン ツを受け入れてツアーを申し込んだ以上 、

安全で楽し いツアーになる よ う努めるのは 、旅行会社と もど も旅行者にと って も必然的な

責務である と も言えよ う 。  



  

 

４ ． 一に保険 、 二にカー ド  

 

 海外で事故に遭い藁を もつかむ気持ちにな った時 、 心理的に旅行者を救って く れるのは 、

何と言って も治療費を補償し て く れる海外旅行保険に加入し ている と い う安心感である 。 

その点で 、 旅行者はまず海外旅行保険加入を第一義的に考え 、 その後にク レジ ッ ト ・ カ

ー ド付帯保険の内容を 、 その補完的機能と し て考える よ う確認し ておきたい 。  

 特に海外旅行保険で重視し てほしいのは 、生命保険保証よ り も突発的な異常時の怪我や

病気などにかかる高額な治療費の補償金額である 。 最悪の場合特別補償額はカバーされる

にし て も 、 保険は金額的に最も気になる治療費と入院費用を補償し て く れるからである 。

その安心感が鋭い注意力と な り 、 事故を回避し よ う と い う気持ち と相俟って 、 精神的な支

え と な って く れる 。  

 今では多 く の人がカー ド を所有し ているが 、 そのカー ドが格別メ リ ッ ト と感じ られるの

は 、 複数のカー ド を持っていた場合 、海外の医療機関で治療を受けるには決し て充分な金

額とは言えないまで も 、 「 傷害疾病治療 」 は各カー ド を加算し て使える場合がある こ と で

ある 。  

 いずれにし て も海外で事故に直面し た ら 、 相当な出費は覚悟し なければな らない 。 入院

し て治療が長引 く こ と もあり 、日本から家族が駆けつける こ と も考え られる 。 それらの費

用を補償し て く れるのが任意保険である海外旅行保険である 。  

古来わが国には 「 転ばぬ先の杖 」 とい う諺があるではないか 。 ツアーを申し込むに当 り 、

この言葉を噛みし め保険など万端の準備を整えて 、 事故に遭遇し ない覚悟と 、 旅行の不備

に気づいた ら自ら リ カバリ ーする強い気持ちを持って楽しい想い出づ く り を し てほし い と

思 う 。  

    


